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 富士山憲章ニュース 
  

 

富
士
山
憲
章 

  
 

富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

  
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
山
梨
・
静
岡
両
県
で
制

定
し
た
「
富
士
山
憲
章
」
の
普
及
の
た
め
、
ま
た

富
士
山
を
訪
れ
る
登
山
者
や
観
光
客
に
マ

ナ
ー
を
呼
び
か
け
、
富
士
山
の
環
境
保
全
へ
の

協
力
を
促
す
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
啓
発

活
動
で
、
富
士
北
麓
駐
車
場
（富
士
吉
田
市
）

で
の
実
施
は
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
マ
イ
カ
ー
規
制
期
間
中

の
７
月

15
～
17
日
、
８
月
10
日
～
16
日
の

10
日
間
活
動
し
、
株
式
会
社
伊
藤
園
の
皆
さ

ん
や
山
梨
県
内
の
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
80
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
10
日
間
の
参
加

人
数
は
の
べ
１
０
９
名
に
な
り
ま
し
た
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
甲
府
第
一
高
校
の

皆
さ
ん
は
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
よ
ろ
ず
相
談

を
受
け
た
り
、
株
式
会
社
伊
藤
園
の
皆
さ
ん

は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
後
、
東
富
士
五
湖
道
路
の

側
道
の
清
掃
活
動
も
行
い
、
可
燃
ゴ
ミ
９
㎏
、

不
燃
ゴ
ミ
５
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 

10
日
間
で
配
布
し
た
ゴ
ミ
袋
は
約
４
，
３
０
０

枚
で
、
昨
年
に
比
べ
る
と
ゴ
ミ
袋
を
持
参
し
て
い

る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
活
動
を
よ
り
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
配
り
方
や
呼
び
か
け

方
を
工
夫
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
本
年
度
は
啓
発
活
動
だ
け
で
な
く
、

駐
車
場
内
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
の
回
収
量
は
、
可
燃
ゴ
ミ
が
約
35

㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
が
約
10
㎏
で
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ほ
か
、
草
む
ら
の
中
に
靴
底

が
剥
が
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
や
雨
具
な
ど
が
放
置

さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。 

 

美
し
い
富
士
山
の
自
然
や
景
観
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
『持
ち

帰
る
』意
識
を
高
め
、
登
山
道
だ
け
で
は
な
く

山
麓
の
環
境
も
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

 

 

「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な
い
・捨
て
な

い
・気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」と
い
う
趣
旨
で
開

催
し
て
い
る
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
本
年

度
の
第
一
回
目
は
７
月
29
日
（土
）に
開
催
し

ま
し
た
。
公
募
で
集
ま
っ
た
５
歳
～
79
歳
の
幅

広
い
年
代
の
参
加
者
24
名
と
と
も
に
、
奥
庭
～

富
士
山
五
合
目
～
御
中
道
を
散
策
し
な
が
ら

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の
天
候
で
し
た
が
、
雨
な
ら
で

は
の
潤
っ
た
森
林
や
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
、
「ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
」と
い
う
登
山

マ
ナ
ー
が
浸
透
し
、
五
合
目
以
上
の
山
岳
部
分

は
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
奥
庭
や
御
中
道
な

ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
、
目
立
っ
た
ゴ
ミ

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
五

合
目
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
周
辺

に
ま
だ
ま
だ
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
も
、
五
合
目
の

ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
を
中
心
に
、
可
燃
ゴ
ミ
（タ
バ

コ
の
吸
い
殻
、
ビ
ニ
ー
ル
・紙
類
等
）
2.2
㎏
、
不
燃

ゴ
ミ
（缶
類
等
）１
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
、
「開
山
中
の
混
雑
が
原
因
で
は
？
」や

８月14日 富士山五合目行きのバスを待つ観光客や

登山客の行列 

７月15日 ごみの持ち帰りを呼びかける（株）伊藤園と

白根高校の皆さん 

８月16日 草むらのゴミ拾いをす

る富士学苑高校の生徒さん 

奥庭 自然解説員による説明を受けながら散策する参

加者の皆さん 

カラマツ 

シャクナゲ 

御中道 散策しながらゴミ拾いをする参加者 



 

 

「
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が
ま
だ
ま
だ
。
“
持
ち
帰
り

の
徹
底
”
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
10
月
22
日
（
日
）に
予
定
し
て
い
た
秋

の
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
台
風
の
接
近
に
伴
う

荒
天
が
予
想
さ
れ
た
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
毎
年
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
今
年
は

46
名
と
い
う
た
く
さ
ん
の
方
々
が
参
加
を
予

定
し
て
い
た
た
め
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。 

 

秋
の
五
合
目
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド

の
黄
葉
・
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。
10
月
18
日

（
水
）
、
奥
庭
・御
中
道
を
訪
れ
た
時
の
写
真
を

掲
載
し
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
秋
晴
れ
の
奥
庭
や

御
中
道
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

 

富
士
山
吉
田
口
環
境
保
全
推
進
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 

清
掃
活
動 

  

10
月
31
日
（
火
）
、
富
士
吉
田
市
役
所
や
自

然
保
護
管
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
約
20
名

の
参
加
者
と
と
も
に
、
吉
田
口
遊
歩
道
、
約
1.5

㎞
の
区
間
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
散
策

中
の
ゴ
ミ
と
い
う
よ
り
は
、
埋
め
ら
れ
た
不
法

投
棄
物
の
露
出
と
い
っ
た
有
り
様
で
、
約
１
時

間
半
の
活
動
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。 

 

富
士
山
憲
章 
国
道
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

  

ぐ
る
り
富
士
山
風
景
街
道
一
周
清
掃
と
連

携
し
実
施
す
る
、
国
道
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま

り
ま
し
た
。
富
士
山
麓
の
自
然
環
境
を
守
り
風

景
価
値
を
高
め
る
た
め
、
富
士
山
を
巡
る
山

梨
・
静
岡
両
県
の
国
道
で
実
施
す
る
活
動
で

す
。 

 

９
月
30
日
（
土
）
、
忍
野
村
の
国
道
1.6
㎞
の

区
間
を
約
30
名
の
参
加
者
と
と
も
に
清
掃

し
、
83
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
食
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
空
き
缶
等
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
が

多
か
っ
た
中
、
古
タ
イ
ヤ
等
の
不
法
投
棄
物
も

回
収
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
11
月
11
日
（土
）に
は
鳴
沢
村
の
国

道
４
㎞
の
区
間
を
２
班
に
分
か
れ
活
動
し
、
車

な
ど
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
食
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
た
ば
こ
な
ど
、
約
１
２
５
．
２
㎏

の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
環
境
保
全
募
金 

寄
付
受
納
式 

 

 

 

９
月
14
日
（木
）、
星
美
学
園
小
学
校
３
年
生

の
皆
様
よ
り
、
富
士
山
環
境
保
全
募
金
へ
の
寄

付
金
の
贈
呈
が
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
樹
海
台

駐
車
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
星
美
学
園
小
学

校
は
、
平
成
12
年
に
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
以
降
毎
年
、
全
校
児
童

の
皆
さ
ん
が
呼
び
か
け
、
集
め
て
く
だ
さ
っ
た

募
金
を
富
士
山
環
境
保
全
募
金
に
ご
寄
付
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

   

 

10
月
25
日
（水
）、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式

会
社
様
よ
り
、
富
士
山
環
境
保
全
募
金
へ
の
寄

付
金
の
贈
呈
が
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海

（株
）様
に
お
き
ま
し
て
は
、
当
推
進
会
議
で
実

施
し
て
い
る
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
富
士
山
の
環

境
保
全
の
た
め
の
様
々
な
活
動
を
継
続
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
富
士
山

の
環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

富士山憲章ニュース 

奥庭 御中道からみた景色 

９月30日 活動後、参加者全員で記念撮影 寄付のお礼として感謝状を贈呈する富士山憲章山梨

県推進会議の志村事務局長 

星
美
学
園
小
学
校 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社 

マックスバリュ東海（株）総務部の高畑次長より寄付を

贈呈いただく様子 

回収したゴミや不法投棄物 



 

 
 

い
つ
も
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
富
士
山
。

特
に
冬
の
姿
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
姿
だ
。
し

か
し
そ
ん
な
厳
冬
期
の
富
士
山
を
登
る
と
な
る

と
非
常
に
危
険
だ
。
気
象
条
件
が
特
に
厳
し
く
、

突
然
の
突
風
、
吹
雪
の
た
め
に
滑
落
し
、
遭
難
。

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

毎
年
、
山
岳
遭
難
事
故
が
数
多
く
発
生
し
、
死

傷
者
・行
方
不
明
者
が
出
て
い
る
。
昨
年
11
月

に
は
登
山
歴
40
年
の
ベ
テ
ラ
ン
の
登
山
者
も
亡

く
な
っ
た
。
厳
冬
期
の
富
士
山
は
そ
れ
だ
け
難
し

い
山
で
あ
る
。 

 

遭
難
の
多
く
の
原
因
は
気
象
等
の
情
報
不
足
、

観
光
気
分
、
軽
装
備
、
知
識
・経
験
不
足
、
無
理

な
日
程
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
特
に
大

き
な
原
因
が
「
自
分
は
大
丈
夫
」と
い
う
過
信

だ
。 

 

悪
天
候
の
中
登
る
の
は
も
ち
ろ
ん
危
険
で
あ

り
、
標
高
が
上
が
れ
ば
気
象
条
件
は
さ
ら
に
悪

化
し
て
い
く
。
ま
た
、
閉
山
し
た
富
士
山
で
は
ト

イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
た
め
、
登
山
者
の
排
泄

物
が
貴
重
な
山
岳
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
。 

 

こ
う
し
た
遭
難
事
故
の
防
止
や
自
然
環
境
の

保
全
の
た
め
に
、
平
成
25
年
、
「富
士
登
山
に
お

け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
お

い
て
３
つ
の
ル
ー
ル
が
制
定
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

情
報
は
手
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。 

（http
://w

w
w

.fu
jisan

-clim
b
.jp

/

m
3oati0000005m

e4-att/

g
u
id

elin
e_jp

_rev
201512.p

d
f

） 

１
． 

万
全
な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の
登 

 

山
禁
止 

装
備
だ
け
で
な
く
、
十
分
な
知
識
と
計
画
を
持

た
な
い
登
山
者
の
登
山
は
禁
止
す
る
。 

 

２
． 

「登
山
計
画
書
」を
必
ず
作
成
・提
出 

登
山
は
自
己
責
任
。
し
か
し
万
が
一
に
備
え
て

計
画
書
は
必
ず
作
成
・提
出
す
る
。
た
だ
し
登
山

計
画
書
で
登
山
を
許
可
し
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。 

 
３
． 
登
山
者
と
し
て
「携
帯
ト
イ
レ
」持
参 

 

の
マ
ナ
ー 

ト
イ
レ
は
閉
鎖
し
て
い
る
の
で
、
排
泄
物
は
回
収

し
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
す
る
。 

  

な
お
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
守
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
厳
冬
期
の
富
士
山
に
登
っ
て
よ
い
と
い
う
許

可
が
下
り
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
遭
難
事
故
が
多
く
起
こ
る
の
は
厳
冬
期

だ
け
に
限
ら
な
い
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
４
～
６

月
頃
は
雪
が
溶
け
だ
し
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
、
雪
に
足
を
取
ら
れ
転
倒
し
た
り
す
る
。
気

温
が
上
が
り
、
厳
冬
期
よ
り
も
登
り
や
す
く
な

る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
油
断
し

て
事
故
も
増
え
る
時
期
で
あ
る
。 

  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
山
梨
県
警
と
連
携
し
、

富
士
吉
田
登
山
口
の
馬
返
し
で
、
厳
冬
期
の
登

山
者
に
対
し
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
中
に
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
軽
装
備
の
登
山
者
を
見

か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
決
し
て
自
分
の
実
力
を
過

信
せ
ず
、
富
士
山
を
安
全
に
登
る
た
め
に
、
万
全

の
注
意
を
払
っ
て
も
ら
い
た
い
。
本
年
度
も
、
警

察
と
連
携
し
、
冬
山
登
山
の
危
険
性
と
安
全
登

山
を
呼
び
か
け
て
い
く
。 

  

冬の富士登山 危険性・安全啓発 

吹雪の中登山道へ向かう登山者 

安全登山啓発の様子 



 

 

 竜ヶ岳は、本栖湖の南岸にある、標高1,485メートルのなだらかな曲線の山です。

山登り初級者から上級者まで幅広く愛されています。北面は樹林の間から本栖湖

が眺望でき、南面はスズタケに覆われた日の当たる富士山を望みながら歩くこと

ができる楽しい山です。また富士山だけではなく、南アルプスや八ヶ岳の眺望も素

晴らしいです。 

 この山は、頂上の広場から見る『ダイヤモンド富士』が有名で

す。『ダイヤモンド富士』とは、富士山頂に太陽が重なる瞬間、ダイ

ヤモンドのように輝く現象で、竜ヶ岳からは毎年１２月１０日ごろか

ら１月１０日ごろまで見ることができます。はじめは山頂の右端の

ダイヤモンドが始まり、徐々に左側に移動します。冬至（今年は１

２月２２日）の前後になるとちょうど真ん中から上がります。そして

また左側に移っていきます。 

 日の出の時間は、７時１５分から７時４０分ごろです。日

が出る前の富士山のシルエットや日の出とともに空の色

が紺色から濃いオレンジ色に美しく変化していく様子も一

見の価値があるので、７時ごろから山頂で待機することを

おすすめします。明け方というのは、どういうわけか冷え

込むものです。くれぐれも万全な防寒対策を！また、歩き

始めは真っ暗なので、ヘッドライトも必須です。 

 この時期は、各ルートとも足元が滑りやすくなりますの

で、天候などを確認し、滑り止めなど必要に応じた準備を

していくことをおすすめします。 

 登山口からの所要時間は、ゆっくり登って２時間半程度で、北面

の樹林帯を湖を見ながら登り、南面のスズタケ畑を富士山を眺め

ながら下るルートがおすすめです。本栖湖キャンプ場横の竜ヶ岳

登山者駐車場Ⓐから道路沿いに進み、三叉路をそのまま直進し

ます。Ⓑ青少年スポーツセンターを通り過ぎた道Ⓒを右に曲がり

林の中を進むと、黄色い車止めのゲートⒹがあり、ゲートを抜けて

右へ行くと、いくつか登山口があります。15分ほど進んだ道路手

前の登山道Ⓔが登りやすいです。 

 １時間半あまり登ると稜線に出ますⒻ。看板に沿って竜ヶ岳方面

へ１０分ほど進むと山頂ですⒼ。帰りはその看板まで戻り、そのま

ま左手に見て石仏方向へ進みます。笹に覆われた斜面の中を歩

いて、富士山を裾野の集落まで見渡す爽快な道です。足元はぬ

かるみがちで、冬場は凍結するため注意してください。４５分ほど

歩くと東屋Ⓗに到着します。さらに４５分ほどで登山届用のポスト

があるところまで下りきります。そこを左へいくと、行きにあった黄

色いゲートⒹに出ます。 

竜ヶ岳
り ゅ う が た け

のダイヤモンド富士 

【山梨県富士山世界遺産センターからのアクセス】 

 

 国道139号線を本栖湖方面へ12km 

    ▼ 

 本栖信号のT字路を右折 

    ▼ 

 200m先の看板を左へ 

    ▼  

 本栖湖キャンプ場の脇に登山者用駐車場 

竜ヶ岳 

南アルプス 

南面のスズタケの道 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 
三
ツ
峠
山
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

に
含
ま
れ
て
お
り
、
富
士
山
の
眺
望
が
よ
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
頂
直
下
の

屏
風
岩
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。 

 

西
側
の
河
口
湖
方
面
は
傾
斜
が
緩
や
か
で

登
り
や
す
い
。
現
在
で
は
多
く
の
登
山
者
が

こ
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
一
方
、

南
側
の
西
桂
方
面
は
岩
が
連
な
り
、
傾
斜
が

急
で
険
し
い
。
古
く
は
信
仰
の
道
と
し
て
栄

え
て
い
た
。
三
ツ
峠
南
面
は
独
特
の
姿
な
の

で
、
こ
れ
を
紹
介
し
た
い
。  

 

 

 

三
ツ
峠
山
は
富
士
山
の
北
に
位
置
し
て
い

る
。
富
士
吉
田
市
か
ら
見
る
と
屏
風
岩
が

目
立
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
三
ツ
峠
駅
ま
で
来
る
と
見
え

方
が
変
わ
る
。
一
つ
の
山
は
、
三
つ
の
コ
ブ
に

見
え
る
。
山
頂
か
ら
は
柄
杓
流
（ひ
し
ゃ
く

な
が
れ
）
川
が
流
れ
る
。
川
沿
い
を
進
む
と
、

そ
れ
ら
が
岩
の
塊
で
あ
る
の
が
さ
ら
に
は
っ

き
り
と
し
て
く
る
。 

 

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
甲
斐
国
志
に
は

「
奇
岩
峨
々
ト
シ
テ
三
峰
ニ
秀
ズ
、
故
ニ
三
峠

ト
云
フ
」
と
あ
る
。
こ
の
通
り
に
、
奇
怪
な
姿

の
岩
が
三
つ
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
岩
は
東
か
ら
「東
峠
・中
峠
・

西
峠
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。
屏
風
岩
は
西
峠

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

登
山
口
に
は
、
背
丈
ほ
ど
の
高
さ
の
「だ
る

ま
石
」が
あ
る
。
大
日
如
来
を
表
す
梵
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

「馬
返
し
」と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
岩
が

増
え
傾
斜
が
急
に
な
る
。
山
頂
ま
で
の
登
山

道
脇
に
は
、
多
く
の
石
仏
が
あ
る
。
幕
末
の

修
験
僧
「空
胎
（く
う
た
い
）上
人
」の
時
代

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
だ
。
弘
法
大
師
像
を
並

べ
た
「八
十
八
大
師
」や
秩
父
、
坂
東
、
西
国

の
百
観
音
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
に
登
れ
ば
、

四
国
巡
礼
や
、
全
国
百
か
所
巡
礼
が
で
き

る
と
い
う
目
出
た
い
山
な
の
だ
。 

 

岩
場
に
出
る
と
、
視
界
が
広
く
眺
望
が
良

い
。
東
か
ら
西
へ
と
三
つ
の
岩
場
の
根
元
を
迂

回
し
て
行
く
。
所
々
に
水
が
流
れ
て
い
る
。

水
は
岩
か
ら
染
み
出
て
お
り
、
し
か
も
年
中

枯
れ
る
こ
と
が
な
い
。
山
全
体
が
岩
な
の
に

不
思
議
だ
。 

 

冬
に
な
る
と
凍
り
つ
き
、
氷
柱
と
な
っ
て
見

事
だ
。
屏
風
岩
の
上
が
山
頂
で
、
二
等
三
角

点
が
あ
る
。
点
の
記
に
は
「水
峠
」と
な
っ
て

い
る
。
今
で
は
、
「御
巣
鷹
山
、
開
運
山
、
木

無
山
」の
総
称
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

富
士
山
と
違
い
、
こ
の
山
の
呼
び
名
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
角
か
ら
の
感
じ
方
に
よ
っ
て
解

釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

富士吉田市から眺める屏風岩 

柄杓流川と三ツ峠山 

屏風岩の氷柱 

三つの岩峰（写真右が東） 

屏風岩下の登山道 

―
三
ツ
峠 

 
 

 

南
面
の
景
観
編
― 



 

 

御坂峠と言っても、現在の国道が通る峠、

太宰で有名な天下茶屋のある峠、そして

北斎や広重が通った峠、これらは場所が

異なる。残念ながら、北斎や広重が立った

であろう峠からは、現在は写真のように樹

間から富士を探すようじゃ。 

峠より少し黒岳に寄ったところで何とか湖も見える場所を見つけたが、ご覧の通り、北斎や

広重の様な構図にはならん。広重は『富士三十六景』を風景画では珍しい縦位置で描いた。

今日風景写真でも縦位置はあまり使わん。でも御坂ではその縦位置が、狭い峠と奥に広が

る絶景を見事に表しておる。それにしても北斎は、峠の高さからは絶対に見えない逆さ富士

を、しかも雪化粧させて描くとは…茶目っ気の多い奴じゃ。 

ＶＳ 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「北
斎
Ｖ
Ｓ
広
重
」
永
遠
の
ラ
イ
バ
ル
の
二
人
じ
ゃ
。
い
た
ず
ら
爺
と
学
者

タ
イ
プ
、
顔
を
見
た
だ
け
で
も
性
格
が
ま
る
で
異
な
り
そ
う
な
こ
の
二
人
、
お
主
は
ど
っ
ち

派
じ
ゃ
。
北
斎
は
七
十
歳
を
過
ぎ
て
『富
嶽
三
十
六
景
』を
描
い
た
。
そ
ん
な
爺
が
描
い
た

と
は
と
て
も
思
え
ん
、
大
胆
で
、
斬
新
で
、
力
強
い
。
こ
れ
に
は
広
重
も
感
嘆
し
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
二
年
後
に
広
重
は
『
東
海
道
五
拾
三
次
』を
発
表
す
る
。
以
後
、
二
人
は
風
景

画
だ
け
で
な
く
、
花
鳥
画
な
ど
で
も
腕
を
競
い
合
う
。
し
か
し
広
重
が
『不
二
三
十
六
景
』

を
描
い
た
の
は
北
斎
の
死
後
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。
ま
さ
か
広
重
な
り
の
北
斎
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

で
は
な
か
ろ
う
が
。
ま
た
『富
士
三
十
六
景
』は
死
後
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
、
広
重
最
後

の
作
品
じ
ゃ
。
し
か
も
風
景
画
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
縦
位
置
で
描
か
れ
て
お
る
。
も
ち

ろ
ん
風
景
写
真
で
も
縦
位
置
は
邪
道
と
言
う
者
も
お
る
。 

ＶＳ 

② 犬目峠 

 国道20号を鳥沢宿から県道30号に入る。大きな一里塚を過

ぎ、登りきる辺りに宝勝寺がある。この寺の阿吽の席に、北斎や

広重がこの辺りから富士山を描いたと看板がある。そうじゃろう

か。左の写真、富士山はきれいだが、何か違う。そもそも二人と

も手前に街道を描いておる。そこで鳥沢方面に少し戻り、県道

が入る場所で撮ってみた。すると山並みが広重に似てきた。だ

が広重は、見えぬはずの桂川を描いておる。実際には桂川が

見える所まで下りると富士山は見えない。不思議じゃ。北斎もま

た見えるはずの山並みを捨象し、見えぬはずの富士山の裾野

を描いておる。こんな大きくは見えん。見えぬものは写真には

写らん。到底真似できぬわ、降参じゃ。 

① 

御
坂
峠 

歌川広重 

1797-1858 

葛飾北斎 

1760-1849 

ＶＳ 

北
斎
の
生
涯
最
後
の
作
品
と
言

わ
れ
る
「富
士
越
龍
図
」は
、
宝

永
噴
火
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
山
頂

か
ら
煙
り
た
な
び
く
偽
物
を
よ
く
見
か
け
る
。
し

か
も
三
百
万
以
上
の
値
が
つ
い
て
お
る
。 



 

 

 

富
士
山
安
全
登
山
活
動
ま
と
め 

  

富
士
山
が
開
山
す
る
７
月
１
日
（
土
）
～
９
月

10
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
富
士
山
五
合
目
総
合
管

理
セ
ン
タ
ー
や
六
合
目
の
旧
穴
小
屋
を
拠
点

に
、
五
合
目
か
ら
山
頂
の
間
を
巡
回
し
、
安
全
登

山
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
登
山
マ
ナ
ー
の
啓
発
や

自
然
公
園
法
（特
別
保
護
地
区
）
に
関
す
る
周
知

や
指
導
を
基
本
業
務
と
し
、
７
月
16
日
～
17

日
、
８
月
13
日
～
14
日
に
は
、
山
頂
ま
で
の
登

山
道
を
夜
間
巡
回
し
ま
し
た
。 

 

今
季
、
山
梨
県
側
の
登
山
者
数
は
前
年
度
比

13
・
６
％
増
と
な
る
、
お
よ
そ
17
万
３
，
０
０
０

人
に
上
り
、
吉
田
ル
ー
ト
か
ら
の
登
山
者
数
が

最
も
多
か
っ
た
日
は
８
月
12
日
（土
）の
４
，
５
４

４
人
で
し
た
。(

環
境
省
発
表
） 

 

夏
休
み
期
間
の
週
末
に
は
、
依
然
登
山
者
が
多

く
、
御
来
光
を
目
的
と
し
た
登
山
渋
滞
が
発
生

し
ま
し
た
。
夜
間
巡
回
で
は
、
テ
ン
ト
の
設
営
と

い
っ
た
禁
止
行
為
を
行
う
登
山
者
も
お
り
、
撤

去
し
て
も
ら
っ
た
り
、
外
国
人
の
軽
装
登
山
者
も

多
く
見
ら
れ
た
た
め
、
注
意
・啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
登
山
靴
の
ソ
ー
ル
剥
が
れ
も
目
立

ち
、
そ
の
多
く
が
登
山
道
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
た

め
、
回
収
し
ま
し
た
。
登
山
す
る
前
に
装
備
品
を

し
っ
か
り
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
キ
ッ
ト

を
持
つ
な
ど
、
万
全
の
態
勢
で
富
士
登
山
に
臨
み

ま
し
ょ
う
。 

 

富
士
山
の
五
合
目
以
上
の
山
岳
部
や
青
木
ヶ

原
樹
海
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
特
別

保
護
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
溶
岩
の
持
ち
出
し
や

焚
火
、
テ
ン
ト
の
設
営
（工
作
物
設
置
）、
植
物

や
昆
虫
の
採
取
、
動
物
の
捕
獲
や
殺
傷
、
ま
た
自

動
車
や
自
転
車
で
の
乗
り
入
れ
や
ゴ
ミ
の
投
棄

は
す
べ
て
禁
止
行
為
で
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
自

然
公
園
法
違
反
に
な
り
ま
す
。 

 

富
士
山
中
防
災
訓
練 

  

７
月
５
日
（水
）、
山
小
屋
や
売
店
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
自
主
防
災
協
議

会
」が
、
噴
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
ら
、
登
山

者
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
避
難
訓
練
に
は
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
も
登
山
者
役
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

７月12日 安全登山指導の様子 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

 
 

 
 

２
０
１
７
年
７
～
10
月 

８月14日 テント（禁止行為） ８月14日 渋滞の様子 

８月14日 渋滞の様子 ７月24日 ソールの補修 

防災訓練の様子（7月5日撮影） 



 

 

 

９
月
15
日
、
公
益
財
団
法
人
「
富
士
山
を
き

れ
い
に
す
る
会
」
主
催
の
富
士
山
環
境
美
化
後

期
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候

は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
各
種
団
体
や

企
業
な
ど
、
約
４
０
０
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
五

合
目
の
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
や
六
合
目
ま
で
の
登

山
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

各
団
体
ご
と
に
担
当
区
域
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
五
合
目
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
で
活
動
し
ま
し
た

が
、
ま
あ
出
る
わ
出
る
わ
・
・・
。
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
、
ア
メ
や
ガ
ム
の
包
み
紙
か
ら
、
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
せ
っ
か
く
集
め
た
焼
印
入
り
の
金

剛
杖
な
ど
。
中
に
は
植
え
込
み
の
中
な
ど
、
目
の

届
き
に
く
い
場
所
に
隠
す
よ
う
に
捨
て
て
あ
り
、

ひ
ど
い
有
様
で
し
た
。 

 

ま
た
、
六
合
目
ま
で
の
登
山
道
か
ら
下
の
斜
面

に
も
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
斜

面
は
急
勾
配
で
落
石
や
滑
落
の
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
目
の
付
く
所
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
て

も
な
か
な
か
回
収
す
る
こ
と
難
し
い
場
所
で
し

た
。
今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
自
衛
隊
の
方
々

が
斜
面
の
ゴ
ミ
拾
い
を
担
当
し
、
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
参
加
者
が
回
収
し
た
ゴ
ミ

は
、
可
燃
物
80
㎏
、
不
燃
物
30
㎏
、
総
計
１
１

０
㎏
に
も
な
り
ま
し
た
。
。 

 

閉
山
し
た
後
で
し
た
が
、
五
合
目
の
ロ
ー
タ

リ
ー
は
観
光
客
で
ご
っ
た
返
し
て
お
り
、
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
外
国
人
が
多
く
、

日
本
人
は
少
な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
遠
足
で
や
っ
て
き
た
千
葉
県
の
小
学
生
た

ち
に
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
謹
製
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
、
ポ
イ
捨
て
等
し
な
い
よ
う
伝
え

る
と
、
大
き
な
声
で
「は
い
！
」と
返
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

か
つ
て
は
「ゴ
ミ
の
山
」と
呼
ば
れ
た
富
士
山
で

す
が
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
山
小
屋
の
人
達
の
努
力
に
よ
っ
て
、
か
な
り
き

れ
い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い

ま
だ
登
山
者
が
出
す
ゴ
ミ
は
多
い
の
が
現
状
で

す
。 

 

事
実
、
今
年
の
開
山
期
間
中
に
は
、
登
山
道
の

ゴ
ミ
が
目
に
余
る
ほ
ど
多
く
、
「昔
の
ゴ
ミ
の
山
が

戻
っ
て
き
た
」と
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

富
士
山
に
ゴ
ミ
箱
は
な
い
。
自
分
の
出
し
た
ゴ

ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。
ポ
イ
捨
て
を
絶
対
に
し

な
い
。
こ
れ
ら
を
一
人
ひ
と
り
が
守
れ
ば
、
富
士

山
は
必
ず
キ
レ
イ
な
山
に
な
り
ま
す
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
き
れ
い
な
富
士
山
を
後

世
に
残
し
て
い
く
た
め
、
日
々
パ
ト
ロ
ー
ル
や
マ

ナ
ー
啓
発
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

     

 

こ
れ
ま
で
全
国
各
地
の
山
、
渓
谷
、
海
、
湖
な

ど
自
然
の
厳
し
さ
の
中
に
も
遊
び
ご
こ
ろ
を
持
っ

て
向
き
合
っ
て
来
ま
し
た
。
世
界
遺
産
で
あ
り
、

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
富
士
山
を
理
解
し
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。      

 

生
ま
れ
も
育
ち
も
富
士
河
口
湖
町
。
小
さ
い

頃
か
ら
富
士
山
は
と
て
も
馴
染
み
の
あ
る
山
で

し
た
。
し
か
し
地
元
と
は
い
え
富
士
山
に
つ
て
知

ら
な
い
事
ば
か
り
で
大
変
で
す
が
、
勉
強
し
な
が

ら
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！ 

富
士
山
を
き
れ
い
に
す
る
会 

～
後
期
ク
リ
ー
ン
作
戦
～ 

開会式の様子、様々な企業や団体が参加した 

植え込みの中のゴミを拾う様子 

側溝のゴミを拾う様子。たくさん出てきた 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

吉成 正人
よしなり まさと

 小林 由弥
こばやし ゆうや

 



 

 

富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
の
活
動 

  

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
は
、
現
在

40
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
お
り
、
南

館
を
訪
れ
る
一
般
来
館
者
に
向
け
、
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
の
「顕
著
な

普
遍
的
価
値
」を
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
案
内
し
た
来
館
者
は
、
８
月
末
日

で
３
，
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨

年
度
一
年
間
の
総
数
、
３
，
２
０
５
人
に
迫
る

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
認
定
は
、
山
梨
県

が
設
定
し
た
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
受
講
完
了

者
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、
認
定
を
受
け
た

ガ
イ
ド
が
来
館
者
に
対
し
解
説
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
の
養
成
、
認
定
か

ら
運
用
ま
で
を
事
業
と
し
て
、
県
が
運
営
す

る
こ
と
は
、
世
界
遺
産
を
有
す
る
都
道
府
県

の
中
で
は
先
進
的
な
事
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
心
得
七
ヶ
条
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

こ
の
心
得
七
ヶ
条
は
、
平
成
27
年
12
月
に

ガ
イ
ド
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
現
在
も
こ
の

七
ヶ
条
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
日
々
ガ
イ

ド
活
動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。 

 

ガ
イ
ド
を
利
用
し
た
来
館
者
か
ら
、
次
の

よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  ◆
 

ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
世
界
遺
産

に
な
っ
た
富
士
山
の
価
値
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
で
富
士
山

の
こ
と
を
調
べ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
ヒ

ン
ト
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◆
 

な
ぜ
自
然
遺
産
で
は
な
く
文
化
遺
産
に

な
っ
た
の
か
、
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
て

そ
の
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
世

界
遺
産
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
富
士
山

の
魅
力
を
多
角
的
に
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
に
来
る

機
会
が
あ
っ
た
ら
利
用
し
た
い
で
す
。 

◆
 

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、
お
も
て
な
し
の
心

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
で
す
が
、
何
よ
り
も
ガ
イ
ド
さ

ん
の
親
切
な
心
に
触
れ
、
気
持
ち
が
と

て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
 

ガ
イ
ド
の
○
○
さ
ん
の
話
が
と
て
も
お

も
し
ろ
く
、
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
○
○
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
（南
館
職

員
が
受
け
取
っ
た
「中
学
生
の
手
紙
」か

ら
） 

た
く
さ
ん
の
来
館
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

ガ
イ
ド
の
心
得
七
ヶ
条
を
意
識
し
な
が
ら
、

皆
様
か
ら
の
温
か
い
こ
と
ば
を
励
み
に
し
て
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
６

月
22
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
も
う
す
ぐ
１
年

半
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
セ

ン
タ
ー
で
は
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富

士
山
の
普
遍
的
な
価
値
を
、
多
く
の
方
々
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
だ
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
に
な
っ
た
こ
と

が
な
い
方
々
に
、
是
非
来
館
し
て
い
た
だ
き
、

皆
様
方
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
皆
様
方

の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

企
画
展 

「マ
グ
マ
の
大
地
『
ま
る
び
』 

―
自
然
と
祈
り
、
暮
ら
し
の
場
―
」 

  

富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
溶
岩
流
が
流
下
し

た
台
地
「丸
尾
（ま
る
び
）」は
、
薪
や
肥
料
を

採
る
生
活
の
場
と
な
っ
た
ほ
か
、
胎
内
樹
型

な
ど
の
信
仰
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
富
士

山
の
自
然
が
生
み
出
し
た
溶
岩
と
人
間
の
関

わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◆ 

開
催
期
間 

 

平
成
30
年
１
月
１
日
～
２
月
26
日 

◆ 

開
催
場
所 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
南
館
内 

 
 

 
 

 

富
士
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

富士山世界遺産センターだより５号 

 

私
た
ち
は
、
世
界
遺
産
富
士
山
の
普
遍
的

価
値
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に
、
富
士
山
世

界
遺
産
ガ
イ
ド
と
し
て
、
『ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
』
に
則
り
、
以
下
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

一
、 

ふ
れ
あ
い
、
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。 

二
、 

明
る
く
笑
顔
で
接
し
ま
し
ょ
う
。 

三
、 

身
だ
し
な
み
は
整
え
て
迎
え
ま
し
ょ

う
。 

四
、 
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
、
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
、
相
手
を
見
な
が
ら
話
し
ま

し
ょ
う
。 

五
、 

品
性
の
あ
る
ガ
イ
ド
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

六
、
日
々
ガ
イ
ド
を
す
る
た
め
の
研
修
に

は
げ
み
、
ガ
イ
ド
の
技
を
高
め
ま
し
ょ

う
。 

七
、
「
無
理
せ
ず
」「仲
良
く
」「い
つ
ま
で

も
」
を
合
い
言
葉
に
活
動
し
ま
し
ょ

う
。 

ガイドから解説を受ける南館来館者 

「富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
」っ
て
？ 

「富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
」心
得
七
ヶ
条 

ガ
イ
ド
を
利
用
し
た
来
館
者
の
声 



 

 

第 15 回 

～富士山あて年賀状～ 
              平成２９年        平成３０年 

募集期間 11月6日～1月１９日必着 

募集要項==================================== 

〒401－0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663－1 

   （山梨県富士山世界遺産センター北館内） 

募集内容 

応募点数 

富士山のイラストと富士山へのメッセージ

が添えられた「富士山あて年賀状」 

1人1点まで 

・ 郵便はがきまたは同等サイズの用紙（100㎜× 

   148㎜）による平面的な作品。 

・ 画材は問いません。 

・ 写真や既成のイラストの使用は不可、応募者が著作権を所有

する未発表のデザインに限ります。 

・ 以下の応募者情報を宛名面に明記してください。 

①氏名／フリガナ ②住所 ③年齢／学年 ④職業／学校名 

⑤電話番号 ⑥募集を知ったきっかけ（媒体） 

 

富士山ボランティアセンター 

「富士さんへ謹賀新年」係 

応募規定 

応 募 先 

審  査===================================== 

注意事項==================================== 
・ 応募者の個人情報については、本募集に関わること以外の目的

で使用しません。入賞作品の発表および入選作品展等において、

該当作品の応募者氏名と居住都道府県を公表します。 

・ 応募規定に反する作品は審査対象となりません。 

・ 規定を満たした作品で、以下の年代別5部門に分け、応募割合

に応じて入選作品を選出します。 

①小学生低学年以下の部 ②小学生高学年の部 ③中学生の部 

④高校生の部 ⑤一般の部 

・ 年齢の記載がない作品は、一般の部として審査します。 

富士山レンジャー写真展 

審  査 
予備審査 平成30年1月24日（水） 

本審査  平成30年1月26日（金） 

賞 
最優秀賞    1点  20,000円分商品券 

審査員長賞   1点  10,000円分商品券 

審査員特別賞   2点   5,000円分商品券 

優秀賞   16点  2,000円分賞品券 

発  表 
平成30年１月下旬～2月上旬 
富士山ボランティアセンターのHP等で発表します。 

第14回最優秀作品 

山梨県富士山レンジャーが撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題などを紹介して

います。富士山レンジャーならではの視点で撮られた写真をぜひご覧ください。 

 

平成29年11月21日（火）～平成29年11月29日（水） 甲府市立図書館（山梨県甲府市）  

平成29年12月17日（日）～平成30年1月15日（月） 富士山樹空の森（静岡県御殿場市） 

平成30年1月26日（金）～平成30年4月20日（金）  リニア見学センター（山梨県都留市） 

平成30年2月19日（月）～平成30年2月26日（月）  やまなしプラザ（山梨県甲府市） 

平成30年3月1日（木）～平成30年3月15日（木）  富士河口湖町役場 

            （山梨県富士河口湖町） 

 

※展示開始日は搬入の関係で午後からの展示となる場合がございますので、予めご了承ください。 

※各展示会場の休業日や開催時間に関しては、各施設にお問い合わせください。 

2017 

富士さんへ謹賀新年 



 

 ◆ 
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
お
知
ら
せ 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
く
の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
あ
い
、
知
識

を
深
め
、
富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保

全
の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

富
士
山
学
習
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
交
通
費
や
謝
礼
は
一
切
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
各
種
研
修
に
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

 

実
施
日 

 

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

実
施
時
間 

９
時
30
分
～
16
時
30
分

 
 

 

の
時
間
の
う
ち
30
分
～ 

受
講
料 

 

無
料 

対
象 

 

地
域
住
民
、
各
種
団
体
、 

 
 

 

企
業
等
、
お
よ
び
児
童
、 

 
 

 

生
徒
、
学
生
（
教
員
向
け 

 
 

 

研
修
も
あ
り
ま
す
） 

定
員 

 

最
大
60
名
ま
で 

 

《申
込
方
法
｠ 

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
。 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、
Ｆ
ａ
ｘ
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
に
て

お
送
り
下
さ
い
。
申
込
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。 

h
ttp

://w
w

w
.y

am
an

ash
i-k

an
k
ou

.jp
/

fu
jisan

/m
an

ab
o/m

an
ab

o001/

in
d
ex

.h
tm

l 

 

《注
意
事
項
》 

・ 

事
前
の
打
合
せ
や
下
見
等
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・ 

業
務
の
都
合
上
、
希
望
日
に
実
施
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
施
時
間
、
定

員
に
関
し
て
は
規
定
外
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。 

・ 

申
込
み
、
問
合
せ
お
よ
び
打
合
せ
は
責

任
者
が
行
な
っ
て
下
さ
い
。
旅
行
業
者
等

に
よ
る
代
行
は
認
め
ま
せ
ん
。 

                       

◆ 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
・寄
付 

 
 
 

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

皆
様
か
ら
の
募
金
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富

士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

募
金
箱
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・ 

道
の
駅 

富
士
吉
田 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

・ 
道
の
駅 

な
る
さ
わ 

・ 
な
か
と
み
和
紙
の
里 

・ 

湯
之
奥
金
山
博
物
館 

 

※ 

１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
、
団
体
に
は
感
謝
上
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
、
直
接
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくこと目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 

TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/maillmagazine/
regist.html 

出張講座の様子 体験型研修（ゴミ拾い体験） 


